
napaJ   mm 5,713 x 721 200-572061 tp9.6  0202.11.60   kcalB 8

 200-572061

【 果効は又能効   】
：犬  題問るす連関に怖恐び及安不るよに症怖恐音

発般全るけおにんかんて性発特。減軽の動行
び及積重作発、しだた（減軽の度頻作発の作

 。）く除を作発発群
【 量用び及法用  】

動行題問るす連関に怖恐び及安不るよに症怖恐音
 ：減軽の

  を回/gm03てしとンイトピメイりた当gk1重体
音。るす与投口経で隔間間時21そよお回2日1

トンベイるす現発を怖恐び及安不りよに症怖恐
す了終がトンベイ、し始開を薬投らか前日2の
な確正てせわ合に重体。るす続継を薬投でまる
分二で線割の央中は剤錠、めたるす与投を量用

 。るきでがとこるす割
。りおとの表下は数錠与投るけおに療治の症怖恐音  

 品 薬 医 用 物 動 成作月01年0202

【 量分び及分成  】

1.  守  とこいならなばれけなら
 ）意注的般一（

 ・ 処の等師医獣でのるあで品薬医示指要、は剤本
 。とこるす用使りよに示指・箋 方

 ・ に的目たれらめ定ていおに果効・能効、は剤本
 。とこるす用使みの

 ・ 。とこるす守厳を量用・法用たれらめ定、は剤本  
 ・ う行てっ従に示指の師医獣ず必は更変の量与投

。とこ  
 ）意注るす対に者用使（

 ・  。とこう洗を手は後たっ扱り取を剤本
 ）意注のめたの棄廃び及い扱取（

 ・  。とこるす管保にろこといなか届の手の児小
 ・ 処い従に等例条体団共公方地は器容のみ済用使

 。とこるす分
 ・ いなし染汚を系水や境環、は際るす棄廃を剤本

分処い従に等例条体団共公方地、し意注にうよ
。とこるす  

.2   とこるけ付を気てし際に用使
 ）意注るす対に者用使（

 ・ 察診の師医にち直、は合場だん飲を剤本てっ誤
を書明説用使の品製本、際のそ。とこるけ受を
み飲を剤本てっ誤が供子に特。とこす示に師医

 。とこるす意注にうよいなまこ
 ・ 、めたるいてれらめ認が性形奇催ていおにトッラ  

剤本、は婦妊や性女るあの性能可るいてし娠妊
り取を剤本、がいしま望がとこいなわ扱り取を

 。とこるすを意注に分十はに際う扱
 ）意注るす関に犬（

 ・ 師医獣にかや速、はに合場たれらめ認が用作副
 。とこるけ受を察診の

 ・ 直与投。るあで要重が守順与投たし続継は剤本
用じ同度再、は合場たし出き吐を剤本が犬に後
ん込み飲に全完を剤本が犬。とこるす与投を量
たれ忘を与投はくしも、合場たし出き吐に後だ
通らかてっ待でま刻時定予与投の回次、は合場

 。とこるす与投を量与投のり通常
 ・ 期与投の剤本、ていおに療治のんかんて性発特

最。とこるけ受を察診の師医獣に的期定は中間
に度頻作発は隔間院来のでまるす定決が量用適  
てっ従に示指の師医獣、らかとこるな異てっよ

、し定確が量用適最。とこるけ受を察診 度頻作発
医獣、し院来に毎間週8～4、もに後たし定安が

。いしま望がとこるけ受を察診の師  

①  限制用使の物動象対
 ・ 認確は性全安るす対に犬の満未gk2が重体は剤本

 とこいなし与投でのいないてれさ
 ・ 認確は性全安るす対に犬の満未齢月ヵ5.5は剤本

 。とこいなし与投でのいないてれさ
 ・ に犬るす有を患疾に器化消、臓心、臓肝、臓腎

 。とこるす与投に重慎は
 ・ 対に犬雄の用殖繁にび並、犬の中乳授び及娠妊

でのいないてれさ認確は性効有び及性全安るす  
 。とこいなし与投

 ・ 与投を剤本はに犬るす有を症敏過るす対に剤本
 。とこいなし

 ・ 心な篤重は又害障腎な篤重、害障能機肝な篤重
 。とこいなし用使を剤本はに犬の害障系管血

②  意注的本基な要重
 ・ 効有るす対に防予の積重作発のんかんて性発特

あが歴往既の積重作発、でのるあで認確未は性
 。とこるす慮考を法療治の他はに例症る

 ・ 間時短に特、ちうの作発発群のんかんて性発特
剤本、はに合場す返り繰を作発般全で度頻高に
考を法療治の他、でのるあで認確未は性効有の

 。とこるす慮
 ・ いるあ作発発群のんかんて性発特に中与投剤本

法療治の他、はに合場たれらめ認が積重作発は
択選も量増の剤本、つつし慮考をえ替り切のへ
るす討検を択選法療治に重慎、てしとつ１の肢

 。とこ

 
ABAG用物動 A  薬動作分部体容受

 品薬医定指 品薬医示指要 薬劇 

錠 100mg
錠 400mg

 DCBA

 法貯   存保温室、器容密気

gm001は錠1 gm004、ばえ例、りあで安目は記上  
 。るきで用代で錠4

軽の度頻作発の作発般全るけおにんかんて性発特
 ：）く除を作発発群び及積重作発、しだた（減

とンイトピメイりた当gk1重体は量与投奨推回初
間時21そよお、りあで与投回2日1の回/gm01てし
が状症もてし過経上以間週1。るす与投口経で隔間

。う行を察診るよに師医獣、は合場いなれさ善改
、は合場たれさ断診といないてれら得が果効な分十  

重体、てしと安目をつず%001～%05の量与投現
回2日1の回/gm03てしとンイトピメイりた当gk1
てせわ合に重体。るす量増を量与投に度限を与投
で線割の央中は剤錠、めたるす与投を量用な確正

 。るきでがとこるす割分二
錠与投奨推の回初るけおに療治のんかんて性発特

 。りおとの表下は数
   数錠
 

)gk( 重体
 錠 gm001   錠 gm004

 0.5～6.2  ½   
 0.01～1.5  1   
 0.51～1.01  ½ 1   
 0.02～1.51    ½
 0.04～1.02    1
 0.06～1.04    ½ 1
 ～1.06    2

   数錠
 

)gk( 重体
 錠 gm001   錠 gm004

  9.2～0.2  ½   
 9.3～0.3  1   
 9.5～0.4  ½ 1   
 9.7～0.6   2
 9.01～0.8  3   
 9.51～0.11    1
 9.22～0.61    ½ 1
 9.92～0.32    2
 9.63～0.03    ½ 2
 9.34～0.73    3
 9.94～0.44    ½ 3
 9.55～0.05    4
 9.17～0.65    ½ 4
 0.08～0.27    5

 】意注の上用使【
）項事的本基（  

）項事的門専（  

gm001は錠1 gm004、ばえ例、りあで安目は記上  
 。るきで用代で錠4

錠 100mg
錠 400mg

  gm001   号5882第薬動元
 

号番書令指認承
 gm004   号6882第薬動元

  始開売販
 果結査審再   

 名品  gm001 錠ンオシクペ   gm004 錠ンオシクペ
 分成効有  ンイトピメイ   ンイトピメイ
 量含  gm001中錠1   gm004中錠1



 ・ 後のそ、間週4で量用の日/gk/gm042にルサ
試性毒たし与投復反間週8で量用の日/gk/gm061

 。たれらめ認が常異に図電膜網、ていおに験

⑥  意注の他のそ
 ・ 、合場るす用使を剤本てし対にんかんて性発特

 。とこるすと安目を分月ヵ1は量るす方処に回1
 ・ ンベイの火花、は果効・能効るす対に症怖恐音

いていづ基に験試床臨たし薬投間日3てし対にト
い長りよ間日3の際く続く長に更が症怖恐音。る

フネベ・クスリるよに師医獣、はていつに薬投
わ合も法療動行、りあできべう行を価評トッィ

 。るあできべるす慮考てせ

®  標商録登

【 等報情的学理薬  】
 ）理薬効薬（

ABAG、はンイトピメイるあで分成効有の剤本 A受
性和親低に位部合結ンピゼアジゾンベの体合複体容

ABAGるす有を A 制抑、りあで薬動作分部の体容受
び及、トッラ､スウマ。るせさ進促を達伝経神の性
痙るよに与投ンイトピメイていおにルデモ攣痙の犬

安不のトッラび及スウマ。たれさ示が果効制抑攣
メイ。たれさ示が用作安不抗ていおにルデモ害障

認は現発の性耐び及性存依的体身の後薬休ンイトピ
 。たっかなれらめ

 ）験試等収吸（
最で間時2後与投れさ収吸にかや速はンイトピメイ

常定はに日翌の始開与投。るす達に度濃中漿血高
め認は積蓄のへ中血るよに与投復反、し達に態状

 。たっかなれら
 ）績成験試床臨（

 んかんて
に間週6、れさ断診とんかんて性発特に規新で州欧
 象対を犬たれらめ認が作発般全の回 2もとくな少

てしと照対性陽を）BP（ルータビルバノェフ、に
ンオシクペ。たし施実を験試床臨の錠ンオシクペ
ていつに）頭88（群与投BPび及）頭46（群与投錠
後間週8始開与投、し節調を量用てじ準に量用法用

す対にBP、果結たし較比を度頻作発の間週21らか
 。たれさ示が性劣非の錠ンオシクペる

週21～2、れさ断診とんかんて性発特に規新で内国
頭02犬たれらめ認が作発般全の回3もとくな少に間

オシクペの量用適至。たし与投を錠ンオシクペに
の前与投が度頻作発般全の間週21たし与投を錠ン

頭61は数例症たっあで下以%05の度頻作発般全
 。たっあで）％08（

 症怖恐音
りよに診問の前事、ていおにダンラオび及ツイド

か前日2のトンベイ火花に犬たれさ断診と症怖恐音
及）頭411（群与投錠ンオシクペ、し始開を薬投ら
に音の火花ていつに）頭421（群与投錠ボセラプび
を果効制抑るす対に動行安不の犬たれさ発誘てっよ

かに夜深らか方夕の日当トンベイ火花。たし価評
投錠ンオシクペ、果結たし察観をアコス安不てけ

に意有がアコス安不てし較比と群ボセラプはで群与
たれさ発誘てっよに音の火花、）1000.0 < p（く低
示が果効制抑の錠ンオシクペるす対に動行安不の犬

分の価評度足満の果効療治るよに主い飼。たれさ
越優るす対に錠ボセラプの錠ンオシクペ、はで布

 。たれさ示が性
 
【 限期用使  】

 載記に箱外・ルベラ
 

 】装包【
 ルトボ1／錠001

 
【 先せわ合い問お報情品製  】

  ムイハルゲンイーガンリーベ
 社会式株ンパャジ スルヘルマニア

 1-1-2崎大区川品都京東 7106-141〒
 914-994-0210：口窓談相様客お

 
元売販造製  

 
 

亡死はくし若害傷、病疾るれわ疑とるよにどな用作副るよに剤本、は者係関薬医の等師剤薬、師医獣 
生衛健保、ていおに合場たっ知を項事るす関に症発の症染感るれわ疑とのもるよに用使の剤本は又生発の
】先せわ合い問お報情品製【記上、はきとるめ認とるあが要必にめたるす止防を大拡は又生発の害危の上

/oyasukuf/uotukayi/lavn/pj.og.ffam.www//:ptth（所査検品薬医物動省産水林農、にもととるす絡連に  
 。すましい願おを告報もに）lmth.xedni/asuos

napaJ   mm 5,713 x 721 200-572061 tp2,6  0202.11.60   kcalB 8

 ・ す対に積重作発のんかんて性発特に中与投剤本
ベの型用作間時短、は合場な要必が療治急緊る
パゼアジ（薬動作全完の体容受ンピゼアジゾン
奨推が療治るよに酔麻は又与投内脈静の）等ム

 。るれさ
 んて性発特もてし量増でま回2日1の回/gk/gm03・

な細詳、は合場いなれらめ認が制抑の作発んか
す慮考も法療治の他、にもととるす施実を断診

 。とこる
 ・ す行移に療治るよに薬んかんて抗の他らか剤本

療治るよに剤本らか薬んかんて抗の他び及合場る
移に々徐、し察観を態状床臨は合場るす行移に

 。とこるす意注にうよるす行
 ・ 合場たし薬休、ていおに療治のんかんて性発特

が常異るす関に応反の肉筋は又動行の度軽、に
 。とこるす意注でのるあが性能可るれらめ認

 ・ 安不、で合場るす与投を剤本てし対に症怖恐音
を薬投らか前日2のトンベイるす現発を怖恐び及
間時2後与投、もていおに合場たっかなきで始開

だるきで、らかとこるす達に度濃中漿血高最で
 。いしま望がとこるす始開を与投く早け

 ・ おに験試性毒たい用を）ratsiW（トッラノビルア
001をンイトピメイるあで分成効有の剤本、てい  

病、に際たし与投間週31で量用の上以日/gk/gm
に率現発の見所性変膜網るけおに査検的学織組理

網るけおに査検的学織組理病。たれらみが加増
ルサび及犬、トッラの統系の他、は見所性変膜

。いないてれらめ認はていおに験試性毒たい用を
に験試性全安物動象対るけおに犬の剤本、たま
たし与投間月ヵ6を量倍5の量用奨推、はていお

ないてれらめ認は響影のへ膜網び及覚視もで合場
定はに際るす与投てっ渡に間期長を剤本、がい
底眼のめたるす査検を膜網（査検的科眼な的期

 。いしま望がとこるす施実を）等査検
 ・ コび及値ンニチアレク中清血、りよに与投期長

認が昇上の度軽で内囲範値常正の値ルーロテスレ
は状症なから明上床臨、がるあがとこるれらめ

 。いないてれらめ認
 ・ ､は能用利的学物生の際たし与投に時腹空を剤本

い高もりよ合場たし与投に後食は又にもとと餌食
るす与投に前食、はてし対に犬じ同、らかとこ
投の等かるす与投に後食は又にもとと餌食、か

 。とこいなし更変を法方与
③  用作互相
 ・ 酸 ､け受を謝代りよにA1PYC素酵謝代に主は剤本

。るれさ泄排てしと物謝代性活非たれさ飾修化
ラチベレび及ムウリカ化臭 ､ルータビルバノェフ
代が薬んかんて抗な主るれらい用に犬の等ムタセ
、くなはでA1PYCは素酵謝代要主の際るけ受を謝

チベレび及ムウリカ化臭、ルータビルバノェフ
用作互相な害有、はで例症たし用併とムタセラ

 。いないてれらめ認は
 ・ 結のと質白蛋漿血は物謝代び及分成効有の剤本

作互相のと剤薬い高の率合結白蛋、く低が率合
 。いくにりこ起は用

 ・ ャチムウシルカ性存依位電、は分成効有の剤本
存依位電。るす有を用作害阻い弱てし対にルネ

を響影に的接間は又接直にルネャチムウシルカ性
いてれさ討検はていつに用作互相のと剤薬すぼ及

 。いな
④  用作副
 ・ 、合場たし与投を剤本てし対にんかんて性発特

、眠傾、進増欲食の時始開療治、吐嘔、調失動運  
、害障識当見、痢下、飲多、力気無、剰過動活
。るあがとこるれら見が尿多、涎流、振不欲食

 。るあで性過一で度軽は状症のられこ
 ・ 響影の与投剤本、ていおに犬のんかんて性発特

及性撃攻の後前作発、てしと部一の患疾はい或
 。るあがとこるれら見が化変の動挙び

 ・ 失動運、合場たし与投を剤本てし対に症怖恐音
い或強増の性撃攻、吐嘔、眠嗜、進増欲食、調
こるれらめ認が涎流、眠傾、剰過動活、弱減は
で性過一はどんとほの状症のられこ。るあがと
す失消にぐす後了終薬投はくしも中薬投、りあ

 。る
 ・ に期初始開療治、ていおに験試床臨の症怖恐音

運の性過一で度等中は又度軽、に例症の% 03約
らみが調失動運で験試床臨。たれらみが調失動

こるめやを薬投は候兆のこで上以数半の例症たれ
例症のり残、し復回に然自に内以間時42くなと

 。たし復回に内以間時84は数半ちうの
 ・ 用作副の合場たし与投を剤本てし対に症怖恐音

るれらめ認が弱減はい或強増の性撃攻、てしと
観い深意注るよに主い飼は中与投。るあがとこ

 。るれさ奨推が察
⑤  与投量過
 ・ メイにトッラ娠妊ていおに験試性形奇催トッラ

場たし与投復反で量用の日/gk/gm512をンイトピ
、はに合 め認が裂蓋口るあで見所性形奇催に児胎

。るいてれら  
 ・ 、は合場たし与投復反を量倍5の量用奨推高最に犬  

てれらめ認が響影の連関系器化消、系経神枢中
。るい 延隔間TQの性復回ていおに図電心、たま

致は常通は状症のられこ。るいてれらめ認が長
りよにとこるけ受を法療症対、くなはで的命

。るす復回に内以間時42 らめ認てっよに与投剰過
、下低動活、失消の射反向正、は状症経神るれ

 。るあで振眼び及イアイラド、涙流、眼閉
 ・ は合場たし与投復反を量倍5の量用奨推高最に犬

 。るあがとこるれらめ認が少減重体
 ・ たし与投復反を量倍01の量用奨推高最はで犬雄

縮萎性んまびるけおに管精輸の巣精、はに合場
 。たれらめ認が少減の数子精るよにれこび及


